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第Ⅰ章 講演会 

Ⅰ―2 ナノテクノロジーの現状と画像技術への応用 

大阪大学 産業科学研究所 

教授  川合 知二 

 

 
講演会：「ナノテクノロジーの現状と画像技術への応用」 

講 師：川合 知二 

開催日：2003 年 10 月 21 日 

会 場：霞山会館 霞山の間 

参加者：30 名 
記  ：伊藤 昇＊1 

 

                                                                                                                                                    
*1 技術調査小委員会委員 

１．はじめに 

 ナノテクノロジーは今や世界中で競争を行ってい

る。日本もナノテクノロジーズ各分野に多額の予算を

投入して先を行くべく国を挙げて取り組んでいる技術

である。 幸い分野によっては日本が世界をリードし

ている技術も数多くあり、次世代の日本を背負うべく

精力的に研究や技術開発を継続しなければならない。 

このような状況のもと本小委員会では関連する企業の

方々に重要な情報と判断し、本技術で中核を担われて

おられる大阪大学・川合知二教授にご講演いただいた。 

 

２．内容の概略 

すぐに作れる技術は直ちに世界に広がり、熾烈な競

争化で安くて便利なものがあふれかえる状態になる。 

グローバル競争で生き残るためには、将来中心的存在

となり且つ他に真似出来ない高度な技術を研究開発す

ることが重要である。 ナノテクノロジーは正にその

技術である。 

ナノテクノロジーは、その名の通り１０億分の１ミ

リの物質の世界である。 具体的に言えば、たんぱく

質、ＤＮＡ、カーボンナノチューブそしてフラーレン

の順番で小さくなるがそのような世界である。 そこ

では大きな固体状態とは異なる、量子力学で予想され

るような挙動が見られ、例えば通常絶縁体であるダイ

アモンド先端をナノオーダーに切削すると電子放出効

率がけた違いに上がり金属より遥かに優れた導電性を

示す。 ナノテクノロジーはそのようなマクロの世界

では見られない特異性を利用する技術である。 

ナノテクノロジーは将来を担う技術と思われがち

であるが、現実にはすでに大きな外貨を稼いでいる。 

例えばパソコンのＣＰＵ演算速度は有名な Moore の法

則を示すが、その進歩にはナノの技術が必須である。 

携帯はわずか数年のうちに極めてコンパクト且つ高機

能になり世界中でここまで普及したのも、同じことで

ある。 
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半導体が１９９０年前後から下降曲線を描き失わ

れた１０年といわれているが、その他の輸出は以前伸
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びつづけている。 特にナノテクノロジーを適応した

電子部品は伸びつづけている。 決して悪い材料ばか

りではない、というよりあまりに半導体のみに注目が

行き全体を見渡していない結果である。 今後１０年

～１５年の間には、今までにない材料あるいは利用で

きなかった素材（例えばＤＮＡチップのような）活用

する技術が開発・製品化され飛躍的な高精細化を達成

するナノテクノロジーを応用した技術は、電子分野の

みならず医療、薬品、化学、宇宙、環境などほぼ全て

の分野でそれぞれが数１０兆円／年規模の市場になる

と予測されている。 このためにはもはや一科学分野

では不可能であり、物理・化学・生物といった異なる

領域を融合させなければならない。 

その結果ナノテクノロジーは、ＤＮＡを使った回路

部品、超高密度メモリー、画像技術といったＩＴ関係

だけでなく、例えばゴルフのクラブのような遊具、衣

類、人間の五感の代替となるセンサー、癌細胞を狙い

撃ちするカプセル、太陽電池に代表されるエネルギー、

超精細加工などほぼ現在のモノ作り全般に進出すし尚

且つ地図を書き換える可能性を持っており、事実その

ようになりつつある（詳細は添付のスライドを参照）。  

特に人間の五感の代わりをするセンサーは今までにな

いものであり、極めて有望且つ有益なものである。 目

が見えなくてもその代わりの微小センサーを取り付け

アウトプットを視神経に伝えることで可視化が可能に

なる。 またナノチューブは数社が参画してその応用

製品実用化（例えば液晶に変る低エネルギー画像デバ

イス）を目指している。 既に試作品も発表されてい

る。 

 

３．コメント 

ナノテクノロジーは、基本的には蒸気機関やコンピ

ュータのような全く新規な技術という位置付けよりは、

むしろ今までの技術（例えばコンピューターの演算回

路、薬剤、太陽電池など）の効率を飛躍的に向上させ

る技術である。 フラーレンの発見はノーベル賞を受

賞しているしカーボンナノチューブもその候補に挙が

っているといわれているが、決してそれ自体が直接生

活や文化を変える技術アイテムではなく、基本的には

他の技術進化を支えるものである。 大雑把に言えば、

エネルギー効率を従来の改良では超えられない壁を破

りけた違いのレベルに向上させる技術であり、その特

性をより下流側の技術に適応することで全く新しい技

術アイテムを生み出すという基盤技術である。 それ

だけに汎用性も広く、官・学・民が一体になって取り

組まなければならないし、すでにそのような方向を進

んでいる。 

以上 
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禁無断転載 
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